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平成20年11月期 中間決算短信         

平成20年６月30日 
 

 
（百万円未満切捨て） 

１．20年５月中間期の連結業績（平成19年12月１日～平成20年５月31日） 
(1) 連結経営成績 （％表示は対前年中間期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
20年５月中間期 13,135 9.8 996 5.4 1,015 4.2 606 △2.4
19年５月中間期 11,965 1.4 945 △9.3 975 △8.4 621 20.3
19年11月期 24,426 － 2,108 － 2,187 － 1,325 －
 

 
１株当たり中間 
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり
中 間 （ 当 期 ） 純 利 益

 円 銭 円 銭
20年５月中間期 28 60 －
19年５月中間期 29 31 －
19年11月期 62 55 －

（参考） 持分法投資損益    20年５月中間期 －百万円 19年５月中間期 －百万円 19年11月期 －百万円 

 
(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭
20年５月中間期 27,748 20,123 71.8 939 95
19年５月中間期 27,191 19,458 70.8 908 40
19年11月期 27,095 19,870 72.6 927 97

（参考） 自己資本    20年５月中間期 19,922百万円 19年５月中間期 19,254百万円 19年11月期 19,668百万円 

 
(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円
20年５月中間期 1,932 73 △269 2,430
19年５月中間期 1,682 △986 △181 723
19年11月期 2,557 △1,681 △392 693
 
 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 
(基準日) 中間期末 期末 年間 

 円 銭 円 銭 円 銭
19年11月期 6 00 8 00 14 00
20年11月期 8 00 
20年11月期（予想）  8 00

16 00

 
 
３．20年11月期の連結業績予想（平成19年12月１日～平成20年11月30日） 

（％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通     期 27,560 12.8 2,080 △1.3 2,132 △2.5 1,185 △10.6 55 94

 

上 場 会 社 名 大阪有機化学工業株式会社 上場取引所 東証二部・大証二部 
コ ー ド 番 号 4187 ＵＲＬ http://www.ooc.co.jp/ 
代 表 者 (役職名) 取締役社長 （氏名） 鎮目 泰昌   
問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理本部長 （氏名） 永松 茂治 ＴＥＬ (06)6264-5071 
半期報告書提出予定日 平成20年８月８日 配当支払開始予定日  平成20年８月25日
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無  
  
(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のための基本とな

る重要な事項の変更に記載されるもの） 
 ① 会計基準等の改正に伴う変更 無  
 ② ①以外の変更 無  
 (注)詳細は、16ページ「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧下さい。 
  
(3) 発行済株式数（普通株式） 
 ①期末発行済株式数（自己株式を含む） 20年５月中間期 21,787,038株 19年５月中間期 21,787,038株  19年11月期 21,787,038株

 ②期末自己株式数 20年５月中間期 591,504株 19年５月中間期 591,444株 19年11月期 591,484株

 (注)１株当たり中間（当期）純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、27ページ「１株当たり情報」
をご覧ください。 

 
 
（参考）個別業績の概要 
 
1.20年５月中間期の個別業績（平成19年12月１日～平成20年５月31日） 
 (1) 個別経営成績 (％表示は対前年中間期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
20年５月中間期 11,302 10.2 964 7.1 993 7.7 602 △0.4
19年５月中間期 10,253 1.1 899 △12.3 922 △13.0 605 17.0
19年11月期 20,975 － 1,998 － 2,076 － 1,323 －
 

 
１株当たり中間 
（当期）純利益 

 円 銭 
20年５月中間期 28 44 
19年５月中間期 28 56 
19年11月期 62 44 
 
(2) 個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭
20年５月中間期 25,812 19,570 75.8 923 34
19年５月中間期 25,073 18,891 75.3 891 30
19年11月期 25,091 19,314 77.0 911 27

（参考） 自己資本    20年５月中間期 19,570百万円 19年５月中間期 18,891百万円 19年11月期 19,314百万円 

 
２．20年11月期の個別業績予想（平成19年12月１日～平成20年11月30日） 

（％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通     期 23,923 14.1 1,989 △0.5 2,056 △1.0 1,157 △12.5 54 62

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想の

ご利用にあたっての注意事項等については３ページの「１．経営成績 (1)経営成績に関する分析」をご覧下さい。 
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１．経営成績 

 

(1) 経営成績に関する分析 

（当中間期の経営成績） 

当中間連結会計期間の日本経済は、輸出が増加基調で推移し、景気は緩やかに回復していくと期待された中

で、サブプライムローン問題を背景とする米国景気の後退懸念や、株式・為替市場の変動等から、景気の下振

れリスクが高まり、内外経済の先行きに対して不透明な状況が続きました。 

化学工業の分野におきましても、原油・ナフサ価格の高騰による原燃料価格の更なる上昇が続く中で、企業

を取り巻く事業環境は厳しい状況下で推移しました。 

このような状況下で、当社及び子会社におきましては、エステル化製品の生産の効率化によるコスト削減や、

液晶・半導体材料向けを中心とする電子材料分野の研究開発・生産販売の強化に注力してまいりました。また、

生産設備につきましては、大阪工場の一部設備の老朽化に伴う再整備計画を引き続き進めております。 

この結果、当中間連結会計期間における売上高は131億３千５百万円（対前年同期比9.8％増）、営業利益は

９億９千６百万円（対前年同期比5.4％増）、経常利益は10億１千５百万円（対前年同期比4.2％増）、中間純

利益は６億６百万円（対前年同期比2.4％減）となりました。 

 

当中間連結会計期間の部門別売上高の状況は、以下の通りであります。 

 

①エステル化製品部門 

エステル化製品部門におきましては、塗料・粘接着剤向けを主とするメタクリル酸エステルは前年同期比

99.4％とほぼ横ばいでした。自動車特殊塗料向け、情報関連分野向け及び電子材料向けを主とするアクリル

酸エステルも前年同期比 99.9％の横ばいで推移しました。この結果、部門全体の売上高は 61 億６千６百万

円（対前年同期比0.7％増）となりました。 

②有機合成品部門 

有機合成品部門におきましては、粘接着剤向けのアクリル酸モノマーが前年同期比 112.2％と順調に推移

した結果、部門全体の売上高は５億６千３百万円（対前年同期比8.3％増）となりました。 

③特殊化学品部門 

特殊化学品部門におきましては、化粧品グループでは前年同期比88.3％と低迷しましたが、液晶・半導体

材料向けを中心とする電子材料グループは、前年同期比 127.7％と引き続き好調を維持しました。また医薬

中間体グループは前年同期比133.0％と好調な結果となり、その他ファイングループでも前年同期比108.6％

と堅調に推移し、部門全体の売上高は63億５百万円（対前年同期比21.6％増）となりました。 

④その他部門 

その他部門におきましては、試薬等で売上高は１億円（対前年同期比26.4％減）となりました。 

 

  販売実績 

前中間連結会計期間 

（自 平成18年12月１日  

 至 平成19年５月31日） 

当中間連結会計期間 

（自 平成19年12月１日 

 至 平成20年５月31日）

比較増減 
部 門 区 分 

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 増減率（％）

エステル化製品 6,123,506 51.2 6,166,760 46.9 43,253 0.7

有 機 合 成 品 519,680 4.4 563,045 4.3 43,365 8.3

特 殊 化 学 品 5,185,987 43.3 6,305,381 48.0 1,119,394 21.6

そ  の  他 136,534 1.1 100,437 0.8 △36,097 △26.4

合     計 11,965,708 100.0 13,135,624 100.0 1,169,916 9.8

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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（当期の見通し） 

 当期の見通しにつきましては、景気減速の懸念が強まる状況の中で、引き続き原燃料価格上昇等の事業環境

に厳しい材料が散見されています。 

 このような情勢の下、当社及び子会社といたしましては、製品の徹底した品質管理と生産コストの削減、安

全性の確保を第一に、原燃料価格値上げに即した販売価格の引き上げ、並びに新規製品の開発・販売に全社を

挙げて取り組んでいくとともに、引き続き大阪工場の再整備計画を進め、全社での製品生産体制合理化の強化

と実績の向上を目指し、一層の財務内容の健全化を進める所存であります。 

 現時点での通期の連結業績見通しは、売上高275億６千万円、営業利益20億８千万円、経常利益21億３千

２百万円、当期純利益11億８千５百万円を予定しております。 

 

(2) 財政状態に関する分析 

（資産、負債及び純資産の状況） 

 総資産は、前中間連結会計期間に比べて５億５千６百万円増加し、277 億４千８百万円となりました。主と

して現金及び預金の増加18億６百万円、受取手形及び売掛金の増加８億６千３百万円、有形固定資産の減少９

億３千８百万円、投資有価証券の減少10億５千２百万円などによるものです。 

 負債は、前中間連結会計期間に比べて１億８百万円減少し、76億２千４百万円となりました。主として支払

手形及び買掛金の増加２億５千万円、未払金の減少２億８千９百万円、社債の減少１億６千万円などによるも

のです。 

 純資産は、利益剰余金の増加10億１千４百万円、その他有価証券評価差額金の減少３億４千５百万円などに

より前中間連結会計期間に比べて６億６千４百万円増加し、201億２千３百万円になりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により19億３千２

百万円獲得し、投資活動において７千３百万円の増加、財務活動において２億６千９百万円の減少となった結

果、17億３千６百万円増加し、24億３千万円（対前年同期比235.7％増）となりました。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動により獲得した資金は、税金等調整前中間純利益の10億２百万円と、非資金損益項目である減価償

却費８億４千７百万円や、売上債権の減少額１億３千５百万円、法人税等の支払３億８千６百万円等により、

19億３千２百万円となりました。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動による資金の増加は、設備投資による有形固定資産の取得による支出３億３千万円、投資有価証

券の取得による支出２億２千４百万円、投資有価証券の償還による収入５億円等により、７千３百万円とな

りました。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動による資金の減少は、社債の償還による支出８千万円、配当金の支払１億６千９百万円等により、

２億６千９百万円となりました。 

   （参考）キャッシュ･フロー関連指標の推移 

  平成16年11月期 平成17年11月期 平成18年11月期 平成19年11月期 
平成20年５月 

中間期 

自己資本比率（％） 66.1 69.8 68.6 72.6 71.8

時価ベースの自己資本比率（％） 64.4 87.4 51.2 44.7 45.4

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 0.64 1.06 0.57 0.58 0.36

インタレスト・カバレッジ・レシオ（％） 88.2 73.0 114.0 110.7 181.9

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

（中間期については、キャッシュ・フローを年額に換算するため２倍しております。） 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注３）キャッシュ･フローは、営業キャッシュ･フローを使用しております。 

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利息を支払っている全ての負債を対象としております。 
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(3) 利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

 

当社の利益配分に関する基本方針は、長期的な観点に立ち財務体質と経営基盤の強化を図るとともに株主の

皆様への利益還元を充実させることを経営の重要政策として位置付け、会社の業績や今後の事業計画に備えた

内部留保の充実等を勘案してバランスをとりつつ配当額を決定することとしております。 

内部留保は将来につながる新製品、新技術へ向けての研究開発投資や生産能力増強、合理化や高付加価値化

へ向けての設備投資等の原資として、今後の業績向上と株主の皆様の利益を確保するためには不可欠と考えて

おります。 

このような方針の下で、これまで1株当たり年間12円（中間期６円、期末６円）の配当を継続してまいりま

したが、株主の皆様への利益還元の充実を図るために、前期の期末配当金を１株当たり８円に増配いたしまし

た。更に当期は、１株当たり年間16円（中間期８円、期末８円）に増配することを目指しております。  

 

（注）当期の中間配当に関する取締役会決議日 平成20年６月30日 

 

(4) 事業等のリスク 

 

 当社及び子会社の事業その他に関するリスクについては、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性がある

と考えられる主なものを記載します。なお、これらのリスク発生の回避及び発生した場合の対応には最大限の

努力をする所存であります。該当項目は中間決算発表日において判断したものであり、事業等のリスクはこれ

らに限られるものではありません。 

 

① 業績変動要因について 
当社及び子会社の当中間連結会計期間の売上高の48.0％を占める特殊化学品部門は、電子材料グループ、化

粧品グループ、医薬中間体グループ、及びその他ファイングループの4つのグループに分類されます。当該部

門の当中間連結会計期間の売上高は前年同期比21.6％増と前中間連結会計期間に引き続き拡大しており、これ

は電子材料グループの液晶パネルや半導体レジスト等の原材料等の販売が拡大しているためであります。その

ため、当社及び子会社の業績は液晶市場、半導体市場の動向に影響を受ける可能性があります。また、液晶パ

ネル向けレジストの原材料では、競合他社との競争が激しくなることにより、シェア・価格等が変動すること

で、業績に悪影響を受ける可能性があります。 
 

② 石油価格の動向が業績に与える影響について 
当社及び子会社の取り扱う製品の主原料は、アクリル酸及び各種アルコールであります。また、燃料として

重油を使用しております。これらは石油・ナフサを主原料としたものであり、複数購買体制の確立により、原

燃料の安定調達体制を確保しておりますが、中東情勢の悪化等の要因により、石油価格及びナフサ価格が上昇

した場合には、原燃料購入価格が上昇し、製品価格への連動対応は行っているものの当社及び子会社の業績に

悪影響を受ける可能性があります。 
 

③ 法的規制について 
当社及び子会社が生産する製品は、国の環境規制や客先基準に基づき環境負荷物質の使用制限に対応してお

ります。例えば原料として、PRTR 対象物質であるトルエンやキシレン等の各種溶剤が使用されておりますが、

今後において国の環境関連法規の強化やそれに伴う客先からの要請により、当社及び子会社が使用している物

質が環境負荷物質に認定された場合には、当該物質を使用している製品の製造方法の変更等を行う必要があり、

当社及び子会社の業績が影響を受ける可能性があります。 
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④ 事故・災害に係るリスクについて 
当社及び子会社の設備は、消防法、高圧ガス保安法、労働安全衛生法その他関連する法で定める基準に従っ

て、受け入れから出荷まで、原料、中間体ならびに製品等の取り扱いをしております。設備につきましては、

消防法、高圧ガス保安法、労働安全衛生法その他関連する法で定める基準に従った定期的な点検を行っており、

また、安全装置、消火設備等の充実に努め、事故・火災等に対する十分な対策を講じておりますが、事故・火

災等の被害を及ぼした場合、多額の損害の計上とともに当社及び子会社の社会的評価に重大な影響を受けるこ

ととなり、当社及び子会社の業績および財政状況に影響を与える可能性があります。 
 

⑤ 知的財産に係るリスクについて 
当社及び子会社が保有する技術については、特許権を取得することにより技術の保全を図っておりますが、

特許権を取得したことにより他社から当社及び子会社の技術が解読される可能性があります。また、業界にお

ける技術の進歩は早いため、当社及び子会社の開発した技術が陳腐化する可能性があります。さらに、当社及

び子会社の製品に使用されている技術の一部が、他社の知的財産権を侵害しているとされる可能性があります。

これらの知的財産権について問題が発生した場合には、当社及び子会社の業績に影響を受ける可能性がありま

す。 
 
⑥ 研究開発投資について 
当社及び子会社は、各種産業への中間原材料メーカーとして、顧客製品の品質の向上及び改善に寄与するた

め、当社及び子会社の基幹技術を更に発展させるべく研究開発に取り組んできました。特に電子材料分野の環

境変化は著しく、変化する顧客ニーズ、業界技術の進歩に対応すべく継続的な研究開発を行う必要があります。

当社及び子会社は技術的な優位性確保のため、業績の変動に関係なく一定水準の研究開発投資を行うことを経

営方針としており、業績変動の状況によっては研究開発投資の実施により業績が悪化する可能性があります。 
 
⑦ 特定の取引先について 
前連結会計年度に一部製品取引の見直しを行い、商社を通じて販売をしておりました一部の製品につきまし

て三菱レイヨン株式会社との間で売買基本契約を締結いたしました。このことにより三菱レイヨン株式会社に

対する売上高比率は、当中間連結会計期間19.4％となりました。今後、予期せぬ事象により、三菱レイヨン株

式会社との取引が行えなくなった場合には、業績に影響を受ける可能性があります。 

 

⑧ 製品の品質について 

当社及び子会社の製品品質は、原材料及び製品につきまして原材料メーカーや製品納入顧客との売買契約に

基づき原材料及び製品納入規格を決めております。また、当社製品の品質管理は、法的規制値及び製品規格を

守るべくISO9001の品質管理システムを基に万全を期して行っております。しかしながら、原材料・製造工程・

品質管理等の原因により出荷不能な製品や顧客からのクレームが発生した場合には、当社及び子会社の債権の

貸倒リスク、棚卸資産の滅失及び賠償責任により業績に影響を受ける可能性があります。 
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２．企業集団の状況 
 

大阪有機化学工業株式会社（当社）及び子会社神港有機化学工業株式会社、関連会社（持分法非適用）サンユーケミカル株

式会社は、有機化学工業製品の製造販売を行っております。また、関連会社（持分法非適用）サンエステルコーポレーション

は、工業用有機合成薬品の販売を行っております。当企業集団においては、特殊アクリル酸エステル、酢酸エステル等の製造

販売を主体とする「エステル化製品部門」、アクリル酸等の製造販売を主体とする「有機合成品部門」、電子材料、化粧品等

のポリマー、医薬中間体、有機ファインケミカル製品等の製造販売を主体とする「特殊化学品部門」、カナダバルサム、試薬

等の「その他部門」の４部門により事業を展開しております。部門内容と当社及び子会社、関連会社の当該部門における位置

付けは、概ね次の通りであります。 

 

部門区分 主要製品及び商品名 会社 

当社 

神港有機化学工業株式会社 国内 

サンユーケミカル株式会社 

当社 

エステル化製品部門 

特殊アクリル酸エステル 

特殊メタクリル酸エステル 

酢酸エステル 

その他のエステル 

海外 
サンエステルコーポレーション 

国内 当社 
有機合成品部門 

アクリル酸 

溶剤 
海外 サンエステルコーポレーション 

国内 当社 

当社 特殊化学品部門 

電子材料向けポリマー及びフォトレジスト 

化粧品向けポリマー 

医薬中間体 

有機ファインケミカル製品 
海外 

サンエステルコーポレーション 

その他部門 カナダバルサム、試薬等 国内 当社 
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事業の系統図は次の通りであります。 

 

 

 

 

(イ) 事業の内容  

    当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更は 

    ありません。  

(ロ) 関係会社の状況   

    当中間連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 
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３.経営方針 

 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社グループは設立以来「従業員の愛情と和と勤勉を大切にし、常に新しい技術の研鑽に努めることにより社会と産業界の

進歩、発展に貢献する」ことを基本理念として、優れた生産活動を通じて地域社会の秩序を守り、社会と産業界の進歩、発展

に貢献することこそ、お客様、株主様、従業員に貢献することになる、ということを経営の基本方針としております。 

(2) 目標とする経営指標 

当社グループは、経営効率の維持向上を図り、事業規模と利益の持続的成長を目標としております。中期の業績目標として

は、平成22年11月期の売上高284億円、経常利益24億円、ＲＯＡ（総資産経常利益率）8.3％以上を目指しております。 

(3) 中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、アクリル酸エステル製品の製造・販売を軸に事業展開をしてまいりました。具体的には、塗料・粘接着剤・

印刷インキ・合成樹脂等の原料としてのアクリル酸エステル製品を安定収益基盤とする一方、このアクリル酸エステル製品を発

展的に応用展開した特殊化学品の液晶関連や半導体材料を中心とする電子材料分野を利益成長事業として強化しております。当

社グループは、これらの事業を基に、企業価値の向上ひいては株主の皆様の共同の利益の向上を実現するために「平成20年 中

期事業計画」を策定いたしました。かかる中期事業計画においては、経営戦略として「選択と集中による持続的な成長力の構築」、

「企業の社会的責任の実現と企業価値の向上」を二本柱に掲げ、当社グループは、この経営戦略に沿い以下のような研究開発・

市場開発及び生産体制の強化を行うことにより計画達成を目指すものであります。 

① コア事業であるアクリル酸エステル製品事業の強化 

アクリル酸エステル製品の用途開発と需要の拡大を行うとともに製造設備の合理化と集約化によりコスト競争力を強化

してまいります。 

② 電子材料分野の強化 

電子材料分野においては、フォトリソグラフィー技術を活かした高精細化加工技術への発展的貢献と次世代表示材料への

応用展開を図ってまいります。 

③ 不採算製品の縮小・撤退 

ジオキサン・ジオキソラン等の市場での競争力の確保が難しい製品は縮小・撤退を進めました。今後も市場状況を判断しな

がら不採算製品の縮小・撤退を行ってまいります。 

さらに、「企業の社会的責任の実現と企業価値の向上」を目指し、当社グループは、コーポレートガバナンスの充実が重要課

題であると認識しており、平成20年２月22日開催の当社第61期定時株主総会において新たに社外取締役１名が就任しており

ます。また、内部統制システムの構築・推進、内部統制委員会でのコンプライアンス及びリスク管理の強化や安全・環境・品

質を重視し、ISO-9001、ISO-14001、OHSASの認証取得を推進するとともに、株主、顧客、取引先、従業員及び地域社会等のス

テークホルダーにとって魅力ある企業を目指すことで、長期的な観点に立ち財務体質と経営基盤の強化を図り、事業強化と適

切な利益配分により企業価値の向上を目指してまいります。 

(4) 会社の対処すべき課題 

当社グループは、高度の研究開発力を活かした高付加価値製品拡大のために、当社の大阪、金沢、酒田の三工場と子会社の

本社工場における安全性の確保を第一に、環境に配慮し、製品の徹底した品質管理と生産コストの削減を図ってまいります。

また、当社グループが培ってきたフレキシブルな工場稼動体制及び営業・研究開発の連動による市場へのスピードある対応に

より新規製品の開発・販売に全社を挙げて取り組んでいくとともに、今後も大阪工場の再整備計画を進め、全社での製品生産

体制合理化の強化と業績の向上を目指し、一層の財務内容の健全化を進める所存であります。 

(5) その他、会社の経営上重要な事項 

   当項目に記載すべき事項はありません。 
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４．中間連結財務諸表 

(1) 中間連結貸借対照表 

 

  
前中間連結会計期間末 

(平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間末 

(平成20年５月31日) 
 

前連結会計年度の 

要約連結貸借対照表 

(平成19年11月30日) 

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 

構成比

(％)
金額(千円) 

構成比 

(％) 
 金額(千円) 

構成比

(％)

 （資産の部）     

 Ⅰ 流動資産     

  １ 現金及び預金   859,843 2,666,260   729,302

  ２ 受取手形及び 
売掛金 

※１  6,499,947 7,363,117   7,500,052

  ３ 有価証券   － 100,000   599,632

  ４ たな卸資産   3,656,869 3,711,326   3,588,310

  ５ 繰延税金資産   64,584 73,501   57,326

  ６ 未収消費税等   39,236 －   －

  ７ その他   52,044 25,950   40,925

  ８ 貸倒引当金   △10,048 △23,367   △23,334

    流動資産合計   11,162,477 41.1 13,916,790 50.2  12,492,215 46.1

 Ⅱ 固定資産     

  １ 有形固定資産     

   (1) 建物及び構築物  9,633,898 9,822,865  9,679,878 

     減価償却累計額  4,553,942 5,079,955 4,983,882 4,838,982  4,763,259 4,916,618

   (2) 機械装置及び 
運搬具 

 21,555,589 21,424,572  21,403,343 

     減価償却累計額  16,985,219 4,570,369 17,685,994 3,738,578  17,306,161 4,097,181

   (3) 土地   2,096,113 2,096,113   2,096,113

   (4) その他  1,374,080 1,566,597  1,550,429 

     減価償却累計額  1,025,346 348,733 1,083,822 482,775  1,057,652 492,776

    有形固定資産合計   12,095,172 44.5 11,156,449 40.2  11,602,690 42.8

  ２ 無形固定資産   － － 2,846 0.0  － －

  ３ 投資その他の資産     

   (1) 投資有価証券   3,318,722 2,266,207   2,454,455

   (2) 積立保険料   283,277 218,953   263,572

   (3) 長期性預金   200,000 －   200,000

   (4) 繰延税金資産   47,165 92,243   －

   (5) その他   84,763 94,571   82,616

    投資その他の資産 
合計 

  3,933,929 14.4 2,671,976 9.6  3,000,644 11.1

    固定資産合計   16,029,102 58.9 13,831,272 49.8  14,603,335 53.9

    資産合計   27,191,580 100.0 27,748,063 100.0  27,095,551 100.0
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前中間連結会計期間末 

(平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間末 

(平成20年５月31日) 
 

前連結会計年度の 

要約連結貸借対照表 

(平成19年11月30日) 

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 

構成比

(％)
金額(千円) 

構成比 

(％) 
 金額(千円) 

構成比

(％)

 （負債の部）     

 Ⅰ 流動負債     

  １ 支払手形及び 
買掛金 

 3,464,428 3,714,991   3,685,706

  ２ 短期借入金   310,500 185,704   162,204

  ３ 一年以内償還予定 
の社債 

  160,000 160,000   160,000

  ４ 未払金   1,147,642 857,724   729,389

  ５ 未払法人税等   353,746 441,370   414,577

  ６ 未払消費税等   5,479 －   －

  ７ 未払費用   441,204 473,945   －

  ８ 賞与引当金   26,617 27,363   26,893

  ９ 役員賞与引当金   13,450 20,550   26,900

  10 設備関係支払手形   12,935 －   －

  11 その他   40,460 118,140   265,517

    流動負債合計   5,976,464 22.0 5,999,789 21.6  5,471,188 20.2

 Ⅱ 固定負債     

  １ 社債   1,020,000 860,000   940,000

  ２ 長期借入金   70,150 172,610   214,712

  ３ 退職給付引当金   125,462 132,542   133,866

  ４ 役員退職慰労 
引当金 

  393,893 459,357   429,875

  ５ 繰延税金負債   146,718 －   35,582

    固定負債合計   1,756,224 6.4 1,624,509 5.9  1,754,036 6.5

    負債合計   7,732,689 28.4 7,624,299 27.5  7,225,224 26.7

 （純資産の部）     

 Ⅰ 株主資本     

  １ 資本金   3,318,344 12.2 3,318,344 11.9  3,318,344 12.2

  ２ 資本剰余金   3,295,397 12.1 3,295,397 11.9  3,295,397 12.2

  ３ 利益剰余金   12,119,040 44.6 13,133,074 47.3  12,696,391 46.8

  ４ 自己株式   △144,141 △0.5 △144,180 △0.5  △144,169 △0.5

    株主資本合計   18,588,640 68.4 19,602,635 70.6  19,165,963 70.7

 Ⅱ 評価・換算差額等     

  １ その他有価証券 
評価差額金 

  665,438 2.4 320,200 1.2  502,816 1.9

    評価・換算差額等 
合計 

  665,438 2.4 320,200 1.2  502,816 1.9

 Ⅲ 少数株主持分   204,811 0.8 200,927 0.7  201,546 0.7

    純資産合計   19,458,890 71.6 20,123,763 72.5  19,870,327 73.3

    負債及び純資産合計   27,191,580 100.0 27,748,063 100.0  27,095,551 100.0
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(2) 中間連結損益計算書 

 

  
前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日 
 至 平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成19年12月１日 
 至 平成20年５月31日) 

 

前連結会計年度の 
要約連結損益計算書 

(自 平成18年12月１日 
 至 平成19年11月30日) 

区分 
注記 
番号 

金額(千円) 
百分比
(％)

金額(千円) 
百分比 
(％) 

 金額(千円) 
百分比
(％)

Ⅰ 売上高   11,965,708 100.0 13,135,624 100.0   24,426,040 100.0

Ⅱ 売上原価   9,604,487 80.3 10,559,888 80.4   19,493,675 79.8

   売上総利益   2,361,220 19.7 2,575,736 19.6   4,932,364 20.2

Ⅲ 販売費及び 
一般管理費 

     

 １ 運送費  174,777 181,400   354,185 

 ２ 貸倒引当金繰入額  － 33   759 

 ３ 役員報酬  66,982 87,191   140,772 

 ４ 給料手当  233,305 228,847   428,336 

 ５ 賞与  66,219 80,139   138,090 

 ６ 役員退職慰労 
引当金繰入額 

 23,463 94,042   55,763 

 ７ 研究開発費  436,682 429,442   870,237 

 ８ その他  414,296 1,415,727 11.8 478,259 1,579,355 12.0  835,334 2,823,478 11.6

   営業利益   945,493 7.9 996,380 7.6   2,108,886 8.6

Ⅳ 営業外収益      

 １ 受取利息  2,774 1,889   5,464 

 ２ 受取配当金  13,663 9,065   49,357 

 ３ 企業立地奨励金  2,038 3,571   － 

 ４ 受取保険金  981 －   － 

 ５ 補助金受入益  18,201 －   21,062 

 ６ 技術指導料  － 4,320   － 

 ７ その他  12,899 50,558 0.4 14,032 32,878 0.2  35,369 111,253 0.5

Ⅴ 営業外費用      

 １ 支払利息  12,242 10,531   23,017 

 ２ 積立保険料解約損  5,469 950   5,469 

 ３ その他  3,047 20,759 0.1 1,846 13,329 0.1  4,452 32,939 0.1

   経常利益   975,292 8.2 1,015,930 7.7   2,187,201 9.0

Ⅵ 特別利益      

 １ 投資有価証券売却益  131,900 337   131,900 

 ２ 受取保険金  34,730 －   34,730 

 ３ その他  19,899 186,530 1.5 － 337 0.0  36,446 203,077 0.8

Ⅶ 特別損失     

 １ 固定資産除却損 ※１ 62,332 13,414   76,457 

 ２ その他  － 62,332 0.5 － 13,414 0.1  12,000 88,457 0.4

   税金等調整前中間 
（当期）純利益 

  1,099,490 9.2 1,002,853 7.6   2,301,821 9.4

   法人税、住民税 
及び事業税 

 345,019 413,233   800,220 

   法人税等調整額  125,996 471,015 3.9 △19,337 393,895 3.0  173,629 973,849 4.0

   少数株主利益   7,148 0.1 2,709 0.0   2,122 0.0

   中間（当期）純利益   621,325 5.2 606,247 4.6   1,325,849 5.4
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(3) 中間連結株主資本等変動計算書 

前中間連結会計期間(自 平成18年12月１日 至 平成19年５月31日) 

 

株主資本 
評価・換算 

差額等 

 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本合

計 

その他 

有価証券 

評価差額金 

    

 
少数株主 

持分 
純資産合計

平成18年11月30日残高（千円） 3,318,344 3,295,397 11,624,889 △144,101 18,094,529 625,882  197,386 18,917,797

中間連結会計期間中 

の変動額 
    

 剰余金の配当  △127,173 △127,173    △127,173

 中間純利益  621,325 621,325    621,325

 自己株式の買取  △39 △39    △39

 株主資本以外の項目 

の中間連結会計期間 

中の変動額（純額） 

 39,556  7,425 46,981

中間連結会計期間中 

の変動額合計千円） 
－ － 494,151 △39 494,111 39,556  7,425 541,092

平成19年５月31日残高（千円） 3,318,344 3,295,397 12,119,040 △144,141 18,588,640 665,438  204,811 19,458,890

 

 

 

当中間連結会計期間(自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日) 

 

株主資本 
評価・換算 

差額等 

 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本合

計 

その他 

有価証券 

評価差額金 

    

 
少数株主 

持分 
純資産合計

平成19年11月30日残高（千円） 3,318,344 3,295,397 12,696,391 △144,169 19,165,963 502,816      201,546 19,870,327

中間連結会計期間中 

の変動額 
        

 剰余金の配当  △169,564 △169,564        △169,564

 中間純利益  606,247 606,247        606,247

 自己株式の買取  △10 △10        △10

 株主資本以外の項目 

の中間連結会計期間 

中の変動額（純額） 

 △182,616      △619 △183,235

中間連結会計期間中 

の変動額合計千円） 
－ － 436,683 △10 436,672 △182,616      △619 253,436

平成20年５月31日残高（千円） 3,318,344 3,295,397 13,133,074 △144,180 19,602,635 320,200      200,927 20,123,763
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前連結会計年度(自 平成18年12月１日 至 平成19年11月30日) 

 

株主資本 
評価・換算 

差額等 

 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本合

計 

その他 

有価証券 

評価差額金 

    

 
少数株主 

持分 
純資産合計

平成18年11月30日残高（千円） 3,318,344 3,295,397 11,624,889 △144,101 18,094,529 625,882      197,386 18,917,797

連結会計年度中の変動額         

 剰余金の配当  △254,347 △254,347        △254,347

 当期純利益  1,325,849 1,325,849        1,325,849

 自己株式の買取  △67 △67        △67

 株主資本以外の項目の 

連結会計年度中の変動額（純

額） 

 △123,065      4,160 △118,905

連結会計年度中の変動額合計

（千円） 
－ － 1,071,501 △67 1,071,434 △123,065      4,160 952,529

平成19年11月30日残高（千円） 3,318,344 3,295,397 12,696,391 △144,169 19,165,963 502,816      201,546 19,870,327
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(4) 中間連結キャッシュ・フロー計算書 

  
前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日
至 平成19年５月31日)

当中間連結会計期間 
(自 平成19年12月１日 
至 平成20年５月31日) 

 

前連結会計年度の 
要約連結キャッシュ・

フロー計算書 
(自 平成18年12月１日
至 平成19年11月30日)

区分 
注記
番号 金額(千円) 金額(千円)  金額(千円) 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

 １ 税金等調整前中間（当期）純利益 1,099,490 1,002,853  2,301,821

 ２ 減価償却費 877,417 847,960  1,844,072

 ３ 貸倒引当金の増減額（減少は△） △53,979 33  △40,694

 ４ 賞与引当金の増加額 34 469  309

 ５ 退職給付引当金の増減額（減少は△） 26,728 △1,324  35,132

 ６ 役員退職慰労引当金の増減額（減少は△） △18,371 29,482  17,609

 ７ 役員賞与引当金の増減額（減少は△） △1,550 △6,350  11,900

 ８ 投資有価証券売却益 △131,900 △337  △131,900

 ９ 固定資産売却益 △11,607 －  △14,107

 10 固定資産除却損 52,549 11,234  65,563

 11 受取利息及び受取配当金 △16,437 △10,954  △54,821

 12 支払利息 12,242 10,531  23,017

 13 為替差益 － △4  －

 14 売上債権の増減額（増加は△） 829,046 135,434  △171,058

 15 たな卸資産の増加額 △350,518 △123,016  △281,959

 16 仕入債務の増減額（減少は△） △402,922 42,265  △194,625

 17 未払費用の増加額 － 345,436  －

 18 その他 164,250 32,693  △89,672

    小計 2,074,470 2,316,408  3,320,588

 19 利息及び配当金の受取額 16,763 13,250  53,148

 20 利息の支払額 △11,815 △10,622  △23,109

 21 法人税等の支払額 △396,781 △386,440  △792,651

   営業活動によるキャッシュ・フロー 1,682,636 1,932,596  2,557,975

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

 １ 定期預金の解約による収入 － －  100,000

 ２ 有形固定資産の取得による支出 △1,409,112 △330,256  △2,222,232

 ３ 有形固定資産の売却による収入 31,602 2,500  34,806

 ４ 無形固定資産の取得による支出 － △3,050  －

 ５ 投資有価証券の取得による支出 △300 △224,647  △600

 ６ 投資有価証券の売却による収入 378,304 104,024  378,304

 ７ 投資有価証券の償還による収入 － 500,000  －

 ８ 積立保険料の積立による支出 △11,330 △9,263  △16,987

 ９ 積立保険料の払い戻しによる収入 31,315 53,211  57,159

 10 その他の投資等の増加額 △7,867 －  △15,857

 11 その他の投資等の減少額 1,321 －  4,387

 12 その他 － △18,592  －

   投資活動によるキャッシュ・フロー △986,067 73,926  △1,681,018

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

 １ 短期借入金の純増減額（減少は△） 59,300 23,500  △9,000

 ２ 長期借入れによる収入 － －  200,000

 ３ 長期借入金の返済による支出 △32,100 △42,102  △167,534

 ４ 社債の償還による支出 △80,000 △80,000  △160,000

 ５ 自己株式の取得による支出 △39 △10  △67

 ６ 配当金の支払額 △127,173 △169,505  △254,341

 ７ 少数株主への配当金の支払額 △1,450 △1,450  △1,450

   財務活動によるキャッシュ・フロー △181,463 △269,568  △392,392

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － 4  －

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（減少は△） 515,105 1,736,958  484,564

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 208,738 693,302  208,738

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 723,843 2,430,260  693,302
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(5) 中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成19年12月１日 

 至 平成20年５月31日) 

前連結会計年度 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年11月30日) 

１ 連結の範囲に関する事項 

連結子会社  １社 

神港有機化学工業株式会社 

１ 連結の範囲に関する事項 

同左 

１ 連結の範囲に関する事項 

同左 

２ 持分法の適用に関する事項 

関連会社２社（サンユーケミカ

ル株式会社及びサンエステルコ

ーポレーション）は、中間連結

純損益及び連結利益剰余金等に

及ぼす影響が軽微であるため、

持分法を適用しておりません。 

２ 持分法の適用に関する事項 

同左 

２ 持分法の適用に関する事項 

関連会社２社（サンユーケミカ

ル株式会社及びサンエステルコ

ーポレーション）は、連結純損

益及び連結利益剰余金等に及ぼ

す影響が軽微であるため、持分

法を適用しておりません。 

３ 連結子会社の中間決算日等に関

する事項 

連結子会社の中間決算日は４月

30日であります。中間連結財務

諸表の作成にあたっては、同中

間決算日現在の中間財務諸表を

使用しておりますが、中間連結

決算日との間に生じた重要な取

引については、連結上必要な調

整を行っております。 

３ 連結子会社の中間決算日等に関

する事項 

同左 

３ 連結子会社の事業年度等に関す

る事項 

連結子会社の決算日は10月31日

であります。連結財務諸表の作

成にあたっては、同決算日現在

の財務諸表を使用しております

が、連結決算日との間に生じた

重要な取引については、連結上

必要な調整を行っております。

４ 会計処理基準に関する事項 

(１) 重要な資産の評価基準及び評

価方法 

(イ)有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

中間決算期末日の市場価

格等に基づく時価法(評
価差額は、全部純資産直

入法により処理し、売却

原価は、移動平均法によ

り算定しております。) 
時価のないもの 

移動平均法による原価法 
(ロ)たな卸資産 

移動平均法による原価法 

４ 会計処理基準に関する事項 

(１) 重要な資産の評価基準及び評

価方法 

(イ)有価証券 

その他有価証券 
時価のあるもの 

同左 

  

  

  

  

  

時価のないもの 

同左 

(ロ)たな卸資産 

同左 

４ 会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評

価方法 

(イ)有価証券 

その他有価証券 
時価のあるもの 

決算期末日の市場価格等

に基づく時価法(評価差

額は、全部純資産直入法

により処理し、売却原価

は、移動平均法により算

定しております。) 
時価のないもの 

同左 

(ロ)たな卸資産 

同左 

(2) 重要な減価償却資産の減価償

却の方法 

有形固定資産 

平成19年３月31日以前に 

取得した有形固定資産 

旧定率法。但し、当社の

金沢工場に設置した特殊

化学品製造設備及び平成

10年４月１日以降取得の

建物(附属設備は除く)に
ついては旧定額法を採用

しております。 

(2) 重要な減価償却資産の減価償

却の方法 

(イ)有形固定資産 

定率法。但し、平成10年
４月１日以降取得の建物

(附属設備は除く)につい

ては定額法を採用してお

ります。 
 

(2) 重要な減価償却資産の減価償

却の方法 

有形固定資産 

定率法。但し、平成10年
４月１日以降取得の建物

(附属設備は除く)につい

ては定額法を採用してお

ります。 
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前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成19年12月１日 

 至 平成20年５月31日) 

前連結会計年度 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年11月30日) 

平成19年４月１日以後に 

取得した有形固定資産 

定率法。但し、建物(附属

設備は除く)については

定額法を採用しておりま

す。 
なお、主な耐用年数は以

下のとおりであります。 

建物及び 

構築物 

３～50年 

機械装置 

及び運搬具 

２～７年 

 

なお、主な耐用年数は以

下のとおりであります。

建物及び 

構築物 

３～50年 

機械装置 

及び運搬具

２～７年 

 

なお、主な耐用年数は以

下のとおりであります。

建物及び 

構築物 

３～50年 

機械装置 

及び運搬具 

２～７年 

 

（会計方針の変更） 

当中間連結会計期間から、平成

19年度の法人税法の改正に伴い、

平成19年４月１日以降に取得し

た減価償却資産については、改正

後の法人税法に基づく方法に変

更しております。 

なお、この変更による当中間連

結会計期間の損益に与える影響

は軽微であります。 

     ―――――― (会計方針の変更) 

当連結会計年度から、平成19年

度の法人税法の改正に伴い、平成

19年４月１日以降に取得した減

価償却資産については、改正後の

法人税法に基づく方法に変更し

ております。 

なお、この変更による当連結会

計年度の損益に与える影響は軽

微であります。 

 （追加情報） 

当中間連結会計期間から、平成

19年度の法人税法の改正に伴い、

平成19年３月31日以前に取得し

た減価償却資産については、償却

可能限度額まで償却が終了した

連結会計年度の翌連結会計年度

から５％の残存価額から備忘価

額を引いたものを５年間で均等

償却する方法によっております。

これにより、従来の方法と比較

して営業利益、経常利益及び税金

等調整前中間純利益がそれぞれ 

52,201千円減少しております。 

 

 (ロ)無形固定資産 

定額法。なお、償却年数に

ついては、社内における利

用可能期間（５年）によっ

ております。 

 

(3) 重要な引当金の計上基準 

(イ)貸倒引当金 
債権の貸倒れによる損失
に備えるため、一般債権
については貸倒実績率に
より、貸倒懸念債権等特
定の債権については個別
に回収可能性を検討し、
回収不能見込額を計上し
ております。  

(3) 重要な引当金の計上基準 

(イ)貸倒引当金 

同左 

 

 

 

 

 
 

(3) 重要な引当金の計上基準 

(イ)貸倒引当金 

同左 
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前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成19年12月１日 

 至 平成20年５月31日) 

前連結会計年度 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年11月30日) 

(ロ)賞与引当金 
連結子会社の従業員に対し
て支給する賞与の支出に充
てるため、支給見込額に基
づき計上しております。 

(ロ)賞与引当金 

同左 

 

 

(ロ)賞与引当金 

同左 

 

 

(ハ)役員賞与引当金 
役員に対する賞与の支出
に備えるため、支出見込額
のうち当中間連結会計期
間に負担すべき金額を計
上しております。 

(ハ)役員賞与引当金 
同左 

(ハ)役員賞与引当金 
役員に対する賞与の支出
に備えるため、支出見込
額に基づき計上しており
ます。 

(ニ)退職給付引当金 

従業員の退職給付に備え

るため、当連結会計年度末

における退職給付債務及

び年金資産の見込額に基

づき、当中間連結会計期間

末において発生している

と認められる額を計上し

ております。 
数理計算上の差異は、その
発生時の従業員の平均残
存勤務期間以内の一定の
年数(15年)による定額法
により、それぞれ発生の翌
連結会計年度から費用処
理することとしておりま
す。 

(ニ)退職給付引当金 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

(ニ)退職給付引当金 

従業員の退職給付に備え

るため、当連結会計年度

末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に

基づき計上しておりま

す。 

数理計算上の差異は、そ

の発生時の従業員の平均

残存勤務期間以内の一定

の年数(15年)による定額

法により、それぞれ発生

の翌連結会計年度から費

用処理することとしてお

ります。 

(ホ)役員退職慰労引当金 
役員の退職慰労金の支出
に備えるため、内規に基づ
く中間連結会計期間末要
支給額を計上しておりま
す。 

(ホ)役員退職慰労引当金 
同左 

(ホ)役員退職慰労引当金 
役員の退職慰労金の支出
に備えるため、内規に基
づく期末要支給額を計上
しております。 

(4) 重要なリース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借

主に移転すると認められ

るもの以外のファイナン

ス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理

によっております。 

(4) 重要なリース取引の処理方法 

同左 

(4) 重要なリース取引の処理方法 

同左 

(5) 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税抜

方式によっております。 

(5) 消費税等の会計処理 

同左 

(5) 消費税等の会計処理 

同左 

５ 中間連結キャッシュ・フロー計

算書における資金の範囲 

中間連結キャッシュ・フロー計

算書における資金(現金及び現

金同等物)は、手許現金、随時引

き出し可能な預金及び容易に換

金可能であり、かつ、価値の変

動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に

償還期限の到来する短期投資か

らなっております。 

５ 中間連結キャッシュ・フロー計

算書における資金の範囲 

同左 

５ 連結キャッシュ・フロー計算書

における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書

における資金(現金及び現金同

等物)は、手許現金、随時引き出

し可能な預金及び容易に換金可

能であり、かつ、価値の変動に

ついて僅少なリスクしか負わな

い取得日から３ヶ月以内に償還

期限の到来する短期投資からな

っております。 

 



 更新日時:6/30/2008 11:45:00 AM 印刷日時:6/30/2008 11:46:00 AM 

会社名 大阪有機化学工業株式会社（証券コード：4187）平成 20 年 11 月期 中間決算短信 

― 19 ― 

表示方法の変更 

 

前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成19年12月１日 

 至 平成20年５月31日) 

会計

平成

１日

平成

0日

（中間連結貸借対照表） 

前中間連結会計期間まで区分掲記しておりました「建設

仮勘定」（当中間連結会計期間は 49,430 千円）は、金額

的重要性が乏しくなった為、有形固定資産の「その他」

に含めて表示することに変更しております。 

（中間連結貸借対照表） 

  当中間連結会計期間から、「未払消費税等」（当中間

連結会計期間 67,928 千円）は、重要性が乏しいた

め、流動負債の「その他」に含めて表示しておりま

す。 

―――――――――― 

 
（中間連結損益計算書） 

  当中間連結会計期間から、「受取保険金」（当中間連

結会計期間 2,481 千円）は、重要性が乏しくなった

ため、営業外収益の「その他」に含めて表示してお

ります。 

―――――――――― 

 
（中間連結キャッシュ・フロー計算書） 

１ 前中間連結会計期間において営業活動によるキャ

ッシュ・フローの小計区分前の「その他」に含めて

表示しておりました「未払費用の増加額」（前中間

連結会計期間 335,750 千円）については、重要性が

あるため、当中間連結会計期間より区分掲記してお

ります。 

２ 当中間連結会計期間から、「その他の投資等の増加

額」（当中間連結会計期間 18,592 千円）は、重要性

が乏しくなったため、投資活動によるキャッシュ・

フローの「その他」に含めて表示しております。 
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(6) 中間連結財務諸表に関する注記事項 
 

（中間連結貸借対照表関係） 
 

前中間連結会計期間末 

(平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間末 

(平成20年５月31日) 

前連結会計年度末 

(平成19年11月30日) 

※１   ―――――― ※１ 中間連結会計期間末日満期手
形の会計処理については、満期日
に決済が行われたものとして処理
しております。 

なお、当中間連結会計期間末日
が金融機関の休日であったため、
次の中間連結会計期間末日満期手
形が、中間連結会計期間末残高か
ら除かれております。 

受取手形   160,936千円 

※１   ―――――― 

   

   

 

（中間連結損益計算書関係） 
 

前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成19年12月１日 

 至 平成20年５月31日) 

前連結会計年度 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年11月30日) 

※１ 固定資産除却損の主な内容は
次のとおりであります。 

建物 27,469千円

構築物 15,356千円

機械装置 7,186千円

撤去費用 9,783千円
 

※１ 固定資産除却損の主な内容は
次のとおりであります。 

機械装置及
び運搬具 

8,393千円

  

※１ 固定資産除却損の主な内容は
次のとおりであります。 

建物及び構
築物 

47,394千円

機械装置及
び運搬具 

13,418千円
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(中間連結株主資本等変動計算書関係) 

 

前中間連結会計期間(自 平成18年12月１日 至 平成19年５月31日) 

 

１.発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
前連結会計 

年度末株式数 

当中間連結 

会計期間 

増加株式数 

当中間連結 

会計期間 

減少株式数 

当中間連結 

会計年度末 

株式数 

摘要 

発行済株式    

 普通株式 21,787,038株 －株 －株 21,787,038株  

 合計 21,787,038株 －株 －株 21,787,038株  

自己株式    

 普通株式 591,384株 60株 －株 591,444株 （注） 

 合計 591,384株 60株 －株 591,444株  

(注) 普通株式の自己株式の増加60株は、単元未満株式の買取による増加です。 

 

２.配当に関する事項 

 （1）配当金の支払 

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり 

配当額 
基準日 効力発生日 

平成19年２月23日 
定時株主総会 

普通株式 127,173千円 ６円 平成18年11月30日 平成19年２月26日

 （2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間後となるもの 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資
１株当たり

配当額 
基準日 効力発生日 

平成19年６月29日 
取締役会 

普通株式 127,173千円 利益剰余金 ６円 平成19年５月31日 平成19年８月27日

 

 

当中間連結会計期間(自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日) 

 

１.発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
前連結会計 

年度末株式数 

当中間連結 

会計期間 

増加株式数 

当中間連結 

会計期間 

減少株式数 

当中間連結 

会計年度末 

株式数 

摘要 

発行済株式    

 普通株式 21,787,038株 －株 －株 21,787,038株  

 合計 21,787,038株 －株 －株 21,787,038株  

自己株式    

 普通株式 591,484株 20株 －株 591,504株 （注） 

 合計 591,484株 20株 －株 591,504株  

(注) 普通株式の自己株式の増加20株は、単元未満株式の買取による増加です。 
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２.配当に関する事項 

 （1）配当金の支払 

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり 

配当額 
基準日 効力発生日 

平成20年２月22日 
定時株主総会 

普通株式 169,564千円 ８円 平成19年11月30日 平成20年２月25日

 （2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間後となるもの 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資
１株当たり

配当額 
基準日 効力発生日 

平成20年６月30日 
取締役会 

普通株式 169,564千円 利益剰余金 ８円 平成20年５月31日 平成20年８月25日

 

 

前連結会計年度(自 平成18年12月１日 至 平成19年11月30日) 

 

１.発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
前連結会計年度末 

株式数 

当連結会計年度

増加株式数 

当連結会計年度

減少株式数 

当連結会計年度末 

株式数 
摘要 

発行済株式    

 普通株式 21,787,038株 －株 －株 21,787,038株  

 合計 21,787,038株 －株 －株 21,787,038株  

自己株式    

 普通株式 591,384株 100株 －株 591,484株 （注） 

 合計 591,384株 100株 －株 591,484株  

(注) 普通株式の自己株式の増加100株は、単元未満株式の買取による増加です。 

 

２.配当に関する事項 

 （1）配当金の支払 

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり 

配当額 
基準日 効力発生日 

平成19年２月23日 
定時株主総会 

普通株式 127,173千円 ６円 平成18年11月30日 平成19年２月26日

平成19年６月29日 
取締役会 

普通株式 127,173千円 ６円 平成19年５月31日 平成19年８月27日

 （2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度後となるもの 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資
１株当たり

配当額 
基準日 効力発生日 

平成20年２月22日 
定時株主総会 

普通株式 169,564千円 利益剰余金 ８円 平成19年11月30日 平成20年２月25日
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

 

前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成19年12月１日 

 至 平成20年５月31日) 

前連結会計年度 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年11月30日) 

現金及び現金同等物の中間期末残高
と中間連結貸借対照表に掲記されて
いる科目の金額との関係 

（平成19年５月31日） 

現金及び現金同等物の中間期末残高
と中間連結貸借対照表に掲記されて
いる科目の金額との関係 

（平成20年５月31日）

現金及び現金同等物の期末残高と連
結貸借対照表に掲記されている科目
の金額との関係 

（平成19年11月30日）

現金及び預金勘定 859,843千円 

預金期間が３ヶ月を 
超える定期預金 

△136,000千円 

現金及び現金同等物 723,843千円 

  

現金及び預金勘定 2,666,260千円

預金期間が３ヶ月を
超える定期預金 

△236,000千円

現金及び現金同等物 2,430,260千円

  

現金及び預金勘定 729,302千円

預入期間が３ヶ月を 
超える定期預金 

△36,000千円

現金及び現金同等物 693,302千円

  
   

 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

前中間連結会計期間(自 平成18年12月１日 至 平成19年５月31日) 

 

 当社及び連結子会社は有機化学工業製品の製造、販売を主業とする単一事業につき、開示基準に該当す

るセグメントがありません。このため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

当中間連結会計期間(自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日) 

 

 当社及び連結子会社は有機化学工業製品の製造、販売を主業とする単一事業につき、開示基準に該当す

るセグメントがありません。このため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

前連結会計年度(自 平成18年12月１日 至 平成19年11月30日) 

 

 当社及び連結子会社は有機化学工業製品の製造、販売を主業とする単一事業につき、開示基準に該当す

るセグメントがありません。このため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

 

【所在地別セグメント情報】 

前中間連結会計期間(自 平成18年12月１日 至 平成19年５月31日) 

 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。この

ため、その記載を省略しております。 

 

当中間連結会計期間(自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日) 

 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。この

ため、その記載を省略しております。 

 

前連結会計年度(自 平成18年12月１日 至 平成19年11月30日) 

 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。この

ため、その記載を省略しております。 
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【海外売上高】 

前中間連結会計期間(自 平成18年12月１日 至 平成19年５月31日) 

 

 アジア・豪州 米州 欧州    計 

Ⅰ 海外売上高（千円） 1,353,947 155,371 121,851   1,631,170 

Ⅱ 連結売上高（千円） － － －   11,965,708 

Ⅲ 連結売上高に占める海
外売上高の割合（％）

11.3 1.3 1.0   13.6 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・豪州・・・中国、韓国、台湾、タイ、インドネシア、シンガポール等 

(2) 米州・・・アメリカ等 

(3) 欧州・・・ドイツ、フランス、スペイン、オランダ、スイス、イギリス等 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

当中間連結会計期間(自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日) 

 

 アジア・豪州 米州 欧州 計 

Ⅰ 海外売上高（千円） 1,653,997 142,404 130,088 1,926,490 

Ⅱ 連結売上高（千円） － － － 13,135,624 

Ⅲ 連結売上高に占める海
外売上高の割合（％）

12.6 1.1 1.0 14.7 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・豪州・・・中国、韓国、台湾、タイ、インドネシア、シンガポール等 

(2) 米州・・・アメリカ等 

(3) 欧州・・・ドイツ、フランス、スペイン、オランダ、スイス、イギリス等 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

前連結会計年度(自 平成18年12月１日 至 平成19年11月30日) 

 

 アジア・豪州 米州 欧州   計 

Ⅰ 海外売上高（千円） 3,035,994 406,088 247,757   3,689,840 

Ⅱ 連結売上高（千円） － － －   24,426,040 

Ⅲ 連結売上高に占める海
外売上高の割合（％）

12.4 1.7 1.0   15.1 

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・豪州・・・中国、韓国、台湾、タイ、インドネシア、シンガポール等 

(2) 米州・・・アメリカ等 

(3) 欧州・・・ドイツ、フランス、スペイン、オランダ、スイス、イギリス等 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
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（リース取引関係） 
 

前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成19年12月１日 

 至 平成20年５月31日) 

前連結会計年度 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年11月30日) 

１ リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引 

 

１ リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引 

１ リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引 

① リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額 

 
取得価額相

当額 

(千円) 

減価償却累

計額相当額

(千円) 

中間期末残

高相当額 

(千円) 

工具器具備品 602,223 250,983 351,240 

合計 602,223 250,983 351,240 

  

① リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額 

 
取得価額相

当額 

(千円)

減価償却累

計額相当額

(千円)

中間期末残

高相当額

(千円)

工具器具備品 558,080 225,846 332,233

合計 558,080 225,846 332,233

  

① リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び期末残高相当額 

 
取得価額相当

額 

(千円) 

減価償却累

計額相当額

(千円) 

期末残高相

当額 

(千円)

工具器具備品 532,857 234,984 297,873

合計 532,857 234,984 297,873

  
② 未経過リース料中間期末残高相当額等 

未経過リース料中間期末残高相当額 

1年以内 111,378千円 

1年超 239,861千円 

合計 351,240千円 
 

② 未経過リース料中間期末残高相当額等 

未経過リース料中間期末残高相当額 

1年以内 105,819千円

1年超 226,413千円

合計 332,233千円
 

② 未経過リース料期末残高相当額等 

未経過リース料期末残高相当額 

1年以内 98,945千円

1年超 198,928千円

合計 297,873千円
 

 

(注) 取得価額相当額及び未経過リース料

中間期末残高相当額は、未経過リース

料中間期末残高が有形固定資産の中

間期末残高等に占める割合が低いた

め、支払利子込み法により算定してお

ります。 

 

(注) 取得価額相当額及び未経過リース料

中間期末残高相当額は、未経過リース

料中間期末残高が有形固定資産の中

間期末残高等に占める割合が低いた

め、支払利子込み法により算定してお

ります。 

 

(注) 取得価額相当額及び未経過リース料

期末残高相当額は、未経過リース料期

末残高が有形固定資産の期末残高等

に占める割合が低いため、支払利子込

み法により算定しております。 

③ 支払リース料及び減価償却相当額 

支払リース料 61,242千円 

減価償却費相当額 61,242千円 

  

③ 支払リース料及び減価償却相当額 

支払リース料 53,706千円

減価償却費相当額 53,706千円

  

③ 支払リース料及び減価償却相当額 

支払リース料 121,686千円

減価償却費相当額 121,686千円

  

④ 減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とす定額法によっております。 

④ 減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。 

④ 減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。 

 (減損損失について) 
  リース資産に配分された減損損失はあ

りません。 

 

 (減損損失について) 
  リース資産に配分された減損損失はあ

りません。 

 (減損損失について) 
  リース資産に配分された減損損失はあ

りません。 

２      ―――――― ２ オペレーティング・リース取引 

未経過リース料 

 

1年以内 3,172千円

1年超 8,560千円

合計 11,733千円

  

２      ―――――― 
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（有価証券関係） 

 

１ その他有価証券で時価のあるもの 
 

 区分 
前中間連結会計期間末 

（平成19年５月31日） 

当中間連結会計期間末 

（平成20年５月31日） 

前連結会計年度末 

（平成19年11月30日） 

 種類 
取得原価

（千円）

中間連結
貸借対照
表計上額 

(千円) 

差額 

(千円)

取得原価

（千円）

中間連結
貸借対照
表計上額

(千円)

差額 

(千円)

取得原価 

（千円） 

連結貸借
対照表計
上額 

(千円) 

差額 

(千円)

株式 1,394,114 2,516,279 1,122,165 1,515,371 2,062,138 546,766 1,394,434 2,250,386 855,952

債券 599,407 598,374 △1,033 99,998 100,000 1 599,657 599,632 △25 

その他 － － － － － － － － －

 合計 1,993,521 3,114,653 1,121,132 1,615,369 2,162,138 546,768 1,994,091 2,850,018 855,927

（注）有価証券の減損にあたっては、回復可能性があると認められる場合を除き、当中間連結会計期間末における

時価が取得原価の50％以下に下落したときに減損処理を行なっております。また、回復可能性があると認め

られる場合を除き、当中間連結会計期間末における時価の下落率が取得原価の30％以上50％未満であるとき

は、当中間連結会計期間末以前１年間の時価の推移等を勘案して、減損処理を行なっております。 

 

２ 時価評価されていない有価証券 
 

区分 
前中間連結会計期間末 

（平成19年５月31日） 

当中間連結会計期間末 

（平成20年５月31日） 

前連結会計年度末 

（平成19年11月30日） 

種類 
中間連結貸借対照表 

計上額(千円) 

中間連結貸借対照表 

計上額(千円) 

連結貸借対照表 

計上額(千円) 

(1) 子会社株式及び関連会
社株式 

    関連会社株式 25,032 25,032 25,032

計 25,032 25,032 25,032

(2) その他有価証券 

    非上場株式 179,037 179,037 179,037

計 179,037 179,037 179,037

（注）非上場株式の取得原価からは、減損処理額3,148千円が控除されております。 

 

（デリバティブ取引関係） 

 

前中間連結会計期間(自平成18年12月１日 至平成19年５月31日) 

当社及び連結子会社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。 

 

当中間連結会計期間(自平成19年12月１日 至平成20年５月31日) 

当社及び連結子会社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。 

 

前連結会計年度(自平成18年12月１日 至平成19年11月30日) 

当社及び連結子会社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。 
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（ストック・オプション等関係） 

 

前中間連結会計期間(自平成18年12月１日 至平成19年５月31日) 

該当する項目はありません。 

 

当中間連結会計期間(自平成19年12月１日 至平成20年５月31日) 

該当する項目はありません。 

 

前連結会計年度(自平成18年12月１日 至平成19年11月30日) 

該当する項目はありません。 

 

（１株当たり情報） 

 

前中間連結会計期間 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年５月31日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成19年12月１日 

 至 平成20年５月31日) 

前連結会計年度 

(自 平成18年12月１日 

 至 平成19年11月30日) 

１株当たり純資産額 908.40円 

１株当たり中間純利益 29.31円 

  

なお、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益については、潜在株式が

存在しないため記載しておりませ

ん。 

１株当たり純資産額 939.95円

１株当たり中間純利益 28.60円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益については、潜在株式が

存在しないため記載しておりませ

ん。 

１株当たり純資産額 927.97円

１株当たり当期純利益 62.55円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益については、潜在株式が

存在しないため記載しておりませ

ん。 

(注)１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

前中間連結会計期間 

(自 平成 18 年 12 月１日

至 平成 19 年５月 31 日)

当中間連結会計期間 

(自 平成 19 年 12 月１日 

至 平成 20 年５月 31 日) 

前連結会計年度 

(自 平成 18 年 12 月１日

至 平成19年11月30日)

純資産の部の合計額（千円） ― 20,123,763  19,870,327 

純資産の部の合計額から控除する
金額（千円） 

― 200,927  201,546 

 （うち少数株主持分）（千円） （―） （           200,927） （           201,546）

普通株式に係る期末の純資産額（千
円） 

― 19,922,836  19,668,780 

期末の普通株式の数（株） ― 21,195,534  21,195,554 

(注)２．１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

前中間連結会計期間 

(自 平成 18 年 12 月１日

至 平成 19 年５月 31 日)

当中間連結会計期間 

(自 平成 19 年 12 月１日 

至 平成 20 年５月 31 日) 

前連結会計年度 

(自 平成 18 年 12 月１日

至 平成19年11月30日)

 連結損益計算書上の 
中間（当期）純利益（千円） 

621,325 606,247  1,325,849 

 普通株式に係る中間（当期）純
利益（千円） 

621,325 606,247  1,325,849 

 普通株式の期中平均株式数（株） 21,195,616 21,195,545  21,195,590 

    

 

（重要な後発事象） 
 

該当事項はありません。 
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５．中間個別財務諸表 

(1) 中間貸借対照表 
 

  
前中間会計期間末 

(平成19年５月31日) 

当中間会計期間末 

(平成20年５月31日) 
 

前事業年度の 

要約貸借対照表 

(平成19年11月30日) 

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 

構成比

(％)
金額(千円) 

構成比 

(％) 
 金額(千円) 

構成比

(％)

 （資産の部）      

 Ⅰ 流動資産      

  １ 現金及び預金  789,830 2,632,340   700,186 

  ２ 受取手形 ※２ 545,597 403,152   538,828 

  ３ 売掛金  5,221,256 6,148,596   6,170,851 

  ４ 有価証券  － 100,000   599,632 

  ５ たな卸資産  3,358,540 3,463,011   3,339,771 

  ６ 短期貸付金  300,000 －   300,000 

  ７ 繰延税金資産  51,260 61,075   42,343 

  ８ 未収消費税等  39,236 －   － 

  ９ その他  51,589 25,298   39,455 

  10 貸倒引当金  △6,104 △18,853   △19,014 

    流動資産合計   10,351,207 41.3 12,814,621 49.6   11,712,054 46.7

 Ⅱ 固定資産      

  １ 有形固定資産 ※１     

   (1) 建物  3,748,562 3,565,128   3,650,693 

   (2) 機械装置  3,786,090 3,029,735   3,351,677 

   (3) 土地  1,978,030 1,978,030   1,978,030 

   (4) その他  1,224,828 1,355,319   1,311,637 

    有形固定資産合計   10,737,511 42.8 9,928,214 38.5   10,292,038 41.0

  ２ 無形固定資産   － － 2,846 0.0   － －

  ３ 投資その他の資産      

   (1) 投資有価証券  3,467,045 2,415,298   2,591,302 

   (2) 積立保険料  243,247 177,577   222,869 

   (3) 長期貸付金  － 300,000   － 

   (4) 繰延税金資産  － 89,246   － 

   (5) その他  274,916 84,723   272,768 

    投資その他の資産 
合計 

  3,985,209 15.9 3,066,846 11.9   3,086,940 12.3

    固定資産合計   14,722,721 58.7 12,997,907 50.4   13,378,979 53.3

    資産合計   25,073,928 100.0 25,812,529 100.0   25,091,033 100.0
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前中間会計期間末 

(平成19年５月31日) 

当中間会計期間末 

(平成20年５月31日) 
 

前事業年度の 

要約貸借対照表 

(平成19年11月30日) 

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 

構成比

(％)
金額(千円) 

構成比 

(％) 
 金額(千円) 

構成比

(％)

 （負債の部）      

 Ⅰ 流動負債      

  １ 買掛金  3,023,083 3,358,852   3,338,464 

  ２ 一年以内償還予定 
の社債 

 100,000 100,000   100,000 

  ３ 未払金  1,105,593 816,378   688,732 

  ４ 未払法人税等  328,000 429,000   372,000 

  ５ 未払費用  428,029 458,981   114,887 

  ６ 役員賞与引当金  10,950 15,550   21,900 

  ７ その他  36,943 104,745   122,404 

    流動負債合計   5,032,599 20.1 5,283,508 20.5   4,758,388 19.0

 Ⅱ 固定負債      

  １ 社債  600,000 500,000   550,000 

  ２ 退職給付引当金  116,857 122,608   124,013 

  ３ 役員退職慰労 
引当金 

 286,131 335,669   310,692 

  ４ 繰延税金負債  146,718 －   33,095 

    固定負債合計   1,149,706 4.6 958,278 3.7   1,017,801 4.0

    負債合計   6,182,306 24.7 6,241,786 24.2   5,776,189 23.0

 （純資産の部）      

 Ⅰ 株主資本      

  １ 資本金   3,318,344 13.2 3,318,344 12.9   3,318,344 13.2

  ２ 資本剰余金      

   (1) 資本準備金  3,195,517 3,195,517   3,195,517 

   (2) その他資本剰
余金 

 99,879 99,879   99,879 

    資本剰余金合計   3,295,397 13.1 3,295,397 12.8   3,295,397 13.1

  ３ 利益剰余金      

   (1) 利益準備金  505,995 505,995   505,995 

   (2) その他利益剰
余金 

     

     別途積立金  7,610,000 7,610,000   7,610,000 

     繰越利益剰余金  3,659,071 4,683,139   4,249,860 

    利益剰余金合計   11,775,067 47.0 12,799,135 49.5   12,365,856 49.3

  ４ 自己株式   △144,141 △0.6 △144,180 △0.6   △144,169 △0.5

    株主資本合計   18,244,667 72.7 19,268,696 74.6   18,835,428 75.1

 Ⅱ 評価・換算差額等      

  １ その他有価証券 
評価差額金 

  646,954 2.6 302,046 1.2   479,415 1.9

    評価・換算差額等 
合計 

  646,954 2.6 302,046 1.2   479,415 1.9

    純資産合計   18,891,621 75.3 19,570,742 75.8   19,314,844 77.0

    負債及び純資産合
計 

  25,073,928 100.0 25,812,529 100.0   25,091,033 100.0
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(2) 中間損益計算書 
 

  

前中間会計期間 

(自 平成18年12月１日  

 至 平成19年５月31日) 

当中間会計期間 

(自 平成19年12月１日  

 至 平成20年５月31日) 

前事業年度の 

要約損益計算書 

(自 平成18年12月１日  

 至 平成19年11月30日) 

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 

百分比

(％)
金額(千円) 

百分比 

(％) 
 金額(千円) 

百分比

(％)

Ⅰ 売上高   10,253,423 100.0 11,302,686 100.0   20,975,944 100.0

Ⅱ 売上原価 ※１  8,016,708 78.2 8,855,457 78.3   16,318,488 77.8

   売上総利益   2,236,714 21.8 2,447,229 21.7   4,657,455 22.2

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１  1,336,900 13.0 1,483,166 13.2   2,658,512 12.7

   営業利益   899,814 8.8 964,062 8.5   1,998,943 9.5

Ⅳ 営業外収益 ※２  35,972 0.3 35,523 0.3   96,496 0.5

Ⅴ 営業外費用 ※３  13,540 0.1 6,573 0.0   19,133 0.1

   経常利益   922,246 9.0 993,012 8.8   2,076,306 9.9

Ⅵ 特別利益 ※４  186,530 1.8 498 0.0   203,077 1.0

Ⅶ 特別損失 ※５  54,284 0.5 11,365 0.1   77,981 0.4

   税引前中間（当期） 
純利益 

  1,054,492 10.3 982,145 8.7   2,201,403 10.5

   法人税、住民税 
及び事業税 

 319,252 400,831   743,764 

   法人税等調整額  129,829 449,082 4.4 △21,528 379,302 3.4  134,265 878,029 4.2

   中間（当期）純利益   605,410 5.9 602,842 5.3   1,323,373 6.3
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(3) 中間株主資本等変動計算書 
 

前中間会計期間(自 平成18年12月１日 至 平成19年５月31日) 
 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 
 

資本金 資本 

準備金 

その他 

資本 

剰余金 

資本 

剰余金 

合計 

利益 

準備金 別途積立金  
繰越利益

剰余金 

利益 

剰余金 

合計 

平成18年11月30日残高（千円） 3,318,344 3,195,517 99,879 3,295,397 505,995 7,610,000   3,180,834 11,296,830

中間会計期間中の変動額     

 剰余金の配当     △127,173 △127,173

 中間純利益     605,410 605,410

 自己株式の買取     

 株主資本以外の項目の中間 

会計期間中の変動額（純額） 
    

中間会計期間中の変動額合計 

（千円） 
－ － － － － －   478,236 478,236

平成19年５月31日残高（千円） 3,318,344 3,195,517 99,879 3,295,397 505,995 7,610,000   3,659,071 11,775,067

 

株主資本 評価・換算差額等

 
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金 

純資産合計 

平成18年11月30日残高（千円） △144,101 17,766,470 612,218 18,378,689 

中間会計期間中の変動額   

 剰余金の配当  △127,173 △127,173 

 中間純利益  605,410 605,410 

 自己株式の買取 △39 △39 △39 

 株主資本以外の項目の中間 

会計期間中の変動額（純額） 
 34,735 34,735 

中間会計期間中の変動額合計 

（千円） 
△39 478,196 34,735 512,932 

平成19年５月31日残高（千円） △144,141 18,244,667 646,954 18,891,621 
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当中間会計期間(自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日) 
 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 

 

資本金 資本 

準備金 

その他 

資本 

剰余金 

資本 

剰余金 

合計 

利益準備金
別途積立金  

繰越利益

剰余金 

利益 

剰余金 

合計 

平成19年11月30日残高（千円） 3,318,344 3,195,517 99,879 3,295,397 505,995 7,610,000   4,249,860 12,365,856

中間会計期間中の変動額     

 剰余金の配当     △169,564 △169,564

 中間純利益     602,842 602,842

 自己株式の買取     

 株主資本以外の項目の中間 

会計期間中の変動額（純額） 
    

中間会計期間中の変動額合計 

（千円） 
－ － － － － －   433,278 433,278

平成20年５月31日残高（千円） 3,318,344 3,195,517 99,879 3,295,397 505,995 7,610,000   4,683,139 12,799,135

 

株主資本 評価・換算差額等

 
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金 

純資産合計 

平成19年11月30日残高（千円） △144,169 18,835,428 479,415 19,314,844 

中間会計期間中の変動額   

 剰余金の配当  △169,564 △169,564 

 中間純利益  602,842 602,842 

 自己株式の買取 △10 △10 △10 

 株主資本以外の項目の中間 

会計期間中の変動額（純額） 
 △177,369 △177,369 

中間会計期間中の変動額合計 

（千円） 
△10 433,267 △177,369 255,898 

平成20年５月31日残高（千円） △144,180 19,268,696 302,046 19,570,742 
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前事業年度(自 平成18年12月１日 至 平成19年11月30日) 
 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 

 

資本金 資本 

準備金 

その他 

資本 

剰余金 

資本 

剰余金 

合計 

利益 

準備金 別途積立金  
繰越利益

剰余金 

利益 

剰余金 

合計 

平成18年11月30日残高（千円） 3,318,344 3,195,517 99,879 3,295,397 505,995 7,610,000   3,180,834 11,296,830

事業年度中の変動額     

 剰余金の配当     △254,347 △254,347

 当期純利益     1,323,373 1,323,373

 自己株式の買取     

 株主資本以外の項目の事業年

度中の変動額（純額） 
    

事業年度中の変動額合計（千円） － － － － － －   1,069,025 1,069,025

平成19年11月30日残高（千円） 3,318,344 3,195,517 99,879 3,295,397 505,995 7,610,000   4,249,860 12,365,856

 

株主資本 
評価・換算 

差額等 
 

自己株式 株主資本合計
その他有価証券 

評価差額金 

純資産 

合計 

平成18年11月30日残高（千円） △144,101 17,766,470 612,218 18,378,689 

事業年度中の変動額   

 剰余金の配当  △254,347 △254,347 

 当期純利益  1,323,373 1,323,373 

 自己株式の買取 △67 △67 △67 

 株主資本以外の項目の事業年

度中の変動額（純額） 
 △132,803 △132,803 

事業年度中の変動額合計（千円） △67 1,068,958 △132,803 936,154 

平成19年11月30日残高（千円） △144,169 18,835,428 479,415 19,314,844 
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(4) 重要な会計方針 
 

前中間会計期間 

(自 平成 18 年 12 月１日 

至 平成 19 年５月 31 日) 

当中間会計期間 

(自 平成 19 年 12 月１日 

至 平成 20 年５月 31 日) 

前事業年度 

(自 平成 18 年 12 月１日 

至 平成 19 年 11 月 30 日) 

１ 資産の評価基準及び評価方法 
(1) 有価証券 

子会社株式及び関連会社株式 
移動平均法による原価法 

その他有価証券 

１ 資産の評価基準及び評価方法 

(1) 有価証券 
子会社株式及び関連会社株式

同左 

その他有価証券 

１ 資産の評価基準及び評価方法 
(1) 有価証券 

子会社株式及び関連会社株式

同左 
その他有価証券 

時価のあるもの 
中間決算期末日の市場価格

等に基づく時価法（評価差額

は、全部純資産直入法により

処理し売却原価は、移動平均

法により算定しております。) 

時価のあるもの 
同左 

時価のあるもの 
決算期末日の市場価格等に

基づく時価法(評価差額は、

全部純資産直入法により処

理し、売却原価は、移動平均

法により算定しておりま

す。) 
時価のないもの 
移動平均法による原価法 

時価のないもの 
同左 

時価のないもの 
同左 

(2) たな卸資産 

移動平均法による原価法によ

っております。 

(2) たな卸資産 

同左 

(2) たな卸資産 

同左 

２ 固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 
平成19年３月31日以前に 
取得した有形固定資産 

旧定率法。但し、金沢工場

に設置した特殊化学品製造

設備及び平成10年４月１日

以降取得の建物(附属設備

は除く)については旧定額

法を採用しております。 
平成19年４月１日以後に 

取得した有形固定資産 

定率法。但し、建物(附属設

備は除く)については定額

法を採用しております。 
なお、主な耐用年数は以下

のとおりであります。 

建物及び 

構築物 

３～50年 

機械装置及び 

運搬具 

２～７年 

 

２ 固定資産の減価償却の方法 
(1)有形固定資産 

定率法。但し、平成10年

４月１日以降取得の建物

(附属設備は除く)につい

ては定額法を採用してお

ります。 
なお、主な耐用年数は以

下のとおりであります。

建物 ６～50 年

機械装置 ２～７年 

 

 

２ 固定資産の減価償却の方法 
有形固定資産 

定率法。但し、平成10年

４月１日以降取得の建物

(附属設備は除く)につい

ては定額法を採用してお

ります。 
なお、主な耐用年数は以

下のとおりであります。

建物及び 

構築物 

３～50年

機械装置及び 

運搬具 

２～７年

 

 

 （会計方針の変更） 
当中間会計期間から、平成19年度

の法人税法の改正に伴い、平成19年

４月１日以降に取得した減価償却資

産については、改正後の法人税法に

基づく方法に変更しております。 
なお、この変更による当中間会計

期間の損益に与える影響は軽微であ

ります。 

 

     ―――――― （会計方針の変更） 

当事業年度から、平成 19 年度

の法人税法の改正に伴い、平成 19

年４月１日以降に取得した減価

償却資産については、改正後の法

人税法に基づく方法に変更して

おります。 

なお、この変更による当事業年

度の損益に与える影響は軽微で

あります。 
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前中間会計期間 

(自 平成 18 年 12 月１日 

至 平成 19 年５月 31 日) 

当中間会計期間 

(自 平成 19 年 12 月１日 

至 平成 20 年５月 31 日) 

前事業年度 

(自 平成 18 年 12 月１日 

至 平成 19 年 11 月 30 日) 

 （追加情報） 

当中間会計期間から、平成19年

度の法人税法の改正に伴い、平成

19年３月31日以前に取得した減

価償却資産については、償却可能

限度額まで償却が終了した事業

年度の翌事業年度から５％の残

存価額から備忘価額を引いたも

のを５年間で均等償却する方法

によっております。 

これにより、従来の方法と比較

して営業利益、経常利益及び税引

前中間純利益がそれぞれ47,598

千円減少しております。 

 

 (2)無形固定資産 

定額法。なお、償却年数に

ついては、社内における利

用可能期間（５年）によっ

ております。 

 

３ 引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備

えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を検討

し、回収不能見込額を計上し

ております。 

３ 引当金の計上基準 
(1) 貸倒引当金 

同左 

３ 引当金の計上基準 
(1) 貸倒引当金 

同左 

(2)役員賞与引当金 

役員に対する賞与の支出に備

えるため、支出見込額のうち

当中間会計期間に負担すべき

金額を計上しております。 

(2)役員賞与引当金 

同左 

(2)役員賞与引当金 

役員に対する賞与の支出に備

えるため、支出見込額に基づ

き計上しております。 

(3) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付

債務及び年金資産の見込額に基

づき、当中間会計期間末において

発生していると認められる額を

計上しております。 
数理計算上の差異は、その発生時

の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数(15年)による定額

法により、それぞれ発生の翌期か

ら費用処理することとしており

ます。 

(3) 退職給付引当金 

同左 

(3) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付

債務及び年金資産の見込額に基

づき計上しております。 
数理計算上の差異は、その発生時

の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数(15年)による定額

法により、それぞれ発生の翌期か

ら費用処理することとしており

ます。 

(4) 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支出に備え

るため、内規に基づく中間会計期

間末要支給額を計上しておりま

す。 

(4) 役員退職慰労引当金 

同左 

(4) 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支出に備え

るため、内規に基づく期末要支給

額を計上しております。 
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前中間会計期間 

(自 平成 18 年 12 月１日 

至 平成 19 年５月 31 日) 

当中間会計期間 

(自 平成 19 年 12 月１日 

至 平成 20 年５月 31 日) 

前事業年度 

(自 平成 18 年 12 月１日 

至 平成 19 年 11 月 30 日) 

４ リース取引の処理方法 
リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によってお

ります。 
 

４ リース取引の処理方法 
同左 

４ リース取引の処理方法 
同左 

５ その他中間財務諸表作成のため
の基本となる重要な事項 
消費税等の会計処理 
消費税等の会計処理は、税抜

方式によっております。 

５ その他中間財務諸表作成のため
の基本となる重要な事項 
消費税等の会計処理 

同左 

５ その他財務諸表作成のための基
本となる重要な事項 
消費税等の会計処理 

同左 
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(5) 中間個別財務諸表に関する注記事項 

 

（中間貸借対照表関係） 
 

前中間会計期間末 

(平成 19 年５月 31 日) 

当中間会計期間末 

(平成 20 年５月 31 日) 

前事業年度末 

(平成 19 年 11 月 30 日) 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

 19,998,782千円 

  

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

 21,023,615千円
 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額
 20,478,504千円

 

※２   ―――――― ※２ 中間会計期間末日満期手形の
会計処理については、満期日に決
済が行われたものとして処理し
ております。 

なお、当中間会計期間末日が金
融機関の休日であったため、次の
中間会計期間末日満期手形が、中
間会計期間末残高から除かれて
おります。 

受取手形   160,936千円 

 

※２   ―――――― 

   

 

（中間損益計算書関係） 

 

前中間会計期間 

(自 平成 18 年 12 月１日 

至 平成 19 年５月 31 日) 

当中間会計期間 

(自 平成 19 年 12 月１日 

至 平成 20 年５月 31 日) 

前事業年度 

(自 平成 18 年 12 月１日 

至 平成 19 年 11 月 30 日) 

※１ 減価償却実施額 

有形固定資産 771,021千円 

  

※１ 減価償却実施額 

有形固定資産 741,541 千円

無形固定資産 203 千円

  

※１ 減価償却実施額 

有形固定資産 1,622,815 千円

  

※２ 営業外収益の主要項目 

受取利息 4,271 千円 

受取配当金 17,433 千円 

企業立地奨励金 2,038 千円 

  

※２ 営業外収益の主要項目 

受取利息 2,226千円

有価証券利息 1,259千円

受取配当金 12,712千円

受取保険金 2,481千円

技術指導料 4,320千円

企業立地奨励金 3,571千円

  

※２ 営業外収益の主要項目 

受取利息 8,457千円

受取配当金 52,668千円

企業立地奨励金 3,734千円

  

※３ 営業外費用の主要項目 
社債利息 3,915 千円 

支払利息 2,201 千円 

積立保険解約損 5,469 千円 

  

※３ 営業外費用の主要項目 
社債利息 3,388千円

支払利息 1,125千円

  

※３ 営業外費用の主要項目 
社債利息 7,571 千円

支払利息 3,275 千円

積立保険解約損 5,469 千円

  
※４ 特別利益の主要項目 

投資有価証券 

売却益 
131,900千円 

受取保険金 34,730千円 

固定資産売却益 11,607千円 

  

※４   ――――――― ※４ 特別利益の主要項目 
投資有価証券 

売却益 
131,900千円

受取保険金 34,730千円

固定資産売却益 14,107千円

  

※５ 特別損失の主要項目 
固定資産除却損 54,284千円 

  

※５ 特別損失の主要項目 
固定資産除却損 11,365千円

  

※５ 特別損失の主要項目 
固定資産除却損 65,981千円
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（中間株主資本等変動計算書関係） 

 
前中間会計期間（自 平成18年12月１日 至 平成19年５月31日） 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 
 

 
前事業年度末 

株式数 

当中間会計期間

増加株式数 

当中間会計期間

減少株式数 

当中間会計期間末 

株式数 
摘要 

 普通株式 591,384株 60株 －株 591,444株 （注） 

 合計 591,384株 60株 －株 591,444株  

(注) 普通株式の自己株式の増加60株は、単元未満株式の買取による増加です。 

 

当中間会計期間（自 平成19年12月１日 至 平成20年５月31日） 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 
 

 
前事業年度末 

株式数 

当中間会計期間

増加株式数 

当中間会計期間

減少株式数 

当中間会計期間末 

株式数 
摘要 

 普通株式 591,484株 20株 －株 591,504株 （注） 

 合計 591,484株 20株 －株 591,504株  

(注) 普通株式の自己株式の増加20株は、単元未満株式の買取による増加です。 

 

前事業年度（自 平成18年12月１日 至 平成19年11月30日） 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 
 

 
前事業年度末 

株式数 

当事業年度 

増加株式数 

当事業年度 

減少株式数 

当事業年度末 

株式数 
摘要 

 普通株式 591,384株 100株 －株 591,484株 （注） 

 合計 591,384株 100株 －株 591,484株  

(注) 普通株式の自己株式の増加100株は、単元未満株式の買取による増加です。 
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（リース取引関係） 

 

前中間会計期間 

（自 平成18年12月１日  

 至 平成19年５月31日） 

当中間会計期間 

（自 平成19年12月１日  

 至 平成20年５月31日） 

前事業年度 

（自 平成18年12月１日  

 至 平成19年11月30日） 

１ リース物件の所有権が借主に移転すると認め

られるもの以外のファイナンス・リース取引 

１ リース物件の所有権が借主に移転すると認め

られるもの以外のファイナンス・リース取引 

１ リース物件の所有権が借主に移転すると認め

られるもの以外のファイナンス・リース取引 

① リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額

相当額及び中間期末残高相当額 

 

取得価額 

相当額 

(千円) 

減価償却累

計額相当額

(千円)

 

中間期末残

高相当額 

(千円) 

工具器具備品 602,223 250,983 － 351,240 

合計 602,223 250,983 － 351,240 

  

① リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額

相当額及び中間期末残高相当額 

 

取得価額

相当額

(千円)

減価償却累

計額相当額

(千円)

中間期末残

高相当額

(千円)

工具器具備品 527,453 225,846 301,606

合計 527,453 225,846 301,606

  

① リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額

相当額及び期末残高相当額 

 

取得価額 

相当額 

(千円) 

減価償却累

計額相当額

(千円) 

期末残高

相当額

(千円)

工具器具備品 532,857 234,984 297,873

合計 532,857 234,984 297,873

  

② 未経過リース料中間期末残高相当額等 
未経過リース料中間期末残高相当額 

② 未経過リース料中間期末残高相当額等 

未経過リース料中間期末残高相当額 

② 未経過リース料期末残高相当額等 

未経過リース料期末残高相当額 

  

1年以内 111,378千円 

1年超 239,861千円 

合計 351,240千円 

(注) 取得価額相当額及び未経過リース料中

間期末残高相当額は、未経過リース料中

間期末残高が有形固定資産の中間期末

残高等に占める割合が低いため、支払利

子込み法により算定しております。 
 

  

1年以内 101,079千円

1年超 200,527千円

合計 301,606千円

(注) 取得価額相当額及び未経過リース料中

間期末残高相当額は、未経過リース料中

間期末残高が有形固定資産の中間期末

残高等に占める割合が低いため、支払利

子込み法により算定しております。 

 
 

  

1年以内 98,945千円

1年超 198,928千円

合計 297,873千円

(注) 取得価額相当額及び未経過リース料期

末残高相当額は、未経過リース料期末残

高が有形固定資産の期末残高等に占め

る割合が低いため、支払利子込み法によ

り算定しております。 
 

③ 支払リース料及び減価償却費相当額 ③ 支払リース料及び減価償却費相当額 ③ 支払リース料及び減価償却費相当額 

支払リース料 61,242千円 

減価償却費相当額 61,242千円 

  

支払リース料 53,706千円

減価償却費相当額 53,706千円

  

支払リース料 121,686千円

減価償却費相当額 121,686千円

  

④ 減価償却費相当額の算定方法 
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法によっております。 

 

④ 減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法によっております。 

 

④ 減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法によっております。 

 

 (減損損失について) 
  リース資産に配分された減損損失はあ

りません。 

 

 (減損損失について) 
  リース資産に配分された減損損失はあ

りません。 

 

 (減損損失について) 
  リース資産に配分された減損損失はあ

りません。 

 

２      ―――――― ２ オペレーティング・リース取引 

  未経過リース料 

 

1年以内 3,172千円

1年超 8,560千円

合計 11,733千円
 

２      ―――――― 
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（有価証券関係） 

 
前中間会計期間末(平成19年５月31日) 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。 

 

当中間会計期間末(平成20年５月31日) 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。 

 

前事業年度末(平成19年11月30日) 

 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。 

 

 

（１株当たり情報） 

 

中間連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。 

 

 

（重要な後発事象） 

 
 該当事項はありません。 
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